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　11月は「児童虐待防止推進月間」です。子どもを虐待から
守るには早期発見が必要です。児童虐待を受けたと思われ
る子どもを見かけたかたは、通告する義務があります。
　なお、通告についての秘密は守られます。
��������
������　身体に傷を負わせたり、そのおそれのある
　　　　　　　暴行をすること。
�����　性的ないたずらや性的な行為をすること。
　　　　　　　またはそれらを強要すること。
������　適切な衣食住の世話をしないで放置する
　（保護の怠慢　 など正常な心身の発達を妨げること。保護
　　　　・拒否）　　者以外の同居人による虐待を放置すること。
������　言葉や態度により心に大きな傷を負わせ
　　　　　　　たり、子どもの前で配偶者等へ暴力をふる
　　　　　　　うこと。
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　県では、都市計画法の規定による神戸国際港都建設計画都市計画区域・阪
神間都市計画区域の整備、開発・保全の方針（都市計画区域マスタープラン）、
市街化区域と市街化調整区域との区分（区域区分）、都市再開発の方針、住宅
市街地の開発整備の方針、防災街区整備方針等に関する都市計画の案を作
成するため、これらの素案の説明会・公聴会を、次のとおり開催します。
�������
　11月13日（木）まで、県都市計画課・本市都市計画課のほか、県ホームペー
ジでも閲覧することができます。
��������
　都市計画の案に対して意見を述べたいかたは、公述申出書に意見の要旨・
その理由・住所・氏名・職業・年齢を記載し、11月４日（火）までに、県土整備部
まちづくり局都市計画課（�078-341-7711／〒650-8567神戸市中央区下山手
通5-10-1）へ提出してください。※同じ趣旨の意見が多数ある場合は、公述人
を選定する場合があります。また、事前に申し出をされていないかたでも、
会場で意見を述べることができます。
���������
�������	
�（芦屋・三田・西宮・尼崎・伊丹・宝塚・川西・猪名川）�
���　11月13日（木）午後１時30分～　���　宝塚市西公民館
�������	
���
����（神戸市）�
���　11月14日（金）午後１時30分～　���　県農業共済会館

　この運動は、火災が発生しやすい秋に火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を防
止し、高齢のかた等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的とし
ています。特に、住宅防火対策には、住宅火災による死者数を低減させる効果の周知を図り、
既存の住宅についても条例で定める平成23年５月末までに、住宅用火災警報器を早期に設置
するよう促進、その有効性・購入方法・適正な取り付け場所・設置後の維持管理方法等につ
いて広く周知し、各関係機関等と連携を図り、積極的に取り組みます。
　また、出火原因の約三割が「放火」もしくは「放火の疑い」によるものです。放火は、いつど
こで発生するか予測できません。皆さんも、火災から“いのちを守る７つのポイント”に留意
し、放火されない環境づくりに取り組むなど、ご協力をお願いします。
��������
①寝たばこは、絶対にやめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
⑤寝具や衣類・カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
⑦高齢のかたや身体の不自由なかたを守るために、隣近所の協力体制をつくる。
����������	
���
①燃えやすいものを家の周囲に置かない。
②家のまわりを明るくする。
③自動車やバイクのボディカバーは、防炎製品にする。
�������	
��
　特定防火対象物においては、その実態に応じ、火災が発生した場合を想定した消火・通報・
避難の訓練の実施等についてきめ細かな指導を行うとともに、火災が発生した場合に避難経
路となる通路・階段等の管理を適切に行い、出火や延焼拡大の防止等のため、防炎物品の使
用の徹底、寝具類等の防炎製品の普及を推進しましょう。
①防火管理体制の充実。
②避難施設等や消防用設備等の維持管理を徹底する。
③認知症グループホーム等の高齢者等が入居する小規模福祉施設の防火安全対策を徹底する。
※市ホームページの消防コーナーをご参照ください。
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　１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料控除
証明書」（はがき）が、社会保険庁から送られてきます。
　年末調整や、確定申告を行う際に必要ですので、
大切に保管してください。
　国民年金保険料は、納付した全額が、所得税や
市民税等の社会保険料控除の対象となります。
��������	
�

　平成20年１月１日～９月30日の間に、納付実績のあるかた
�������	
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　平成20年10月1日～12月31日の間に、本年初めて納付したかた
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���　11月19日～３月18日（第３水曜日）午後
２時～３時30分　����講義室　���　当
館学芸員ほか　���　30人　�����
2,000円（５回分）　�����　11月10日（月）
〈必着〉で、往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番
号を明記し、美術博物館（伊勢町12－25）へ
�������	
���
���
���　11月２日（日）午後２時～３時　���
田中一花（ピアノ）　�����観覧券不要
�������	
����
���������
　11月２日（日）・３日（月・祝）は、美術博物館へ！
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������������午前
11時～「第36回民踊・新舞踊大
会」　�������午前11時30
分～「第58回芦屋三曲協会演
奏会」　�����午後０時30
分～「日本舞踊を楽しむ会」　
�����午前11時30分～「第
43回芦屋合唱祭」　������
午後１時30分～「あしやＹＯ
コーラス 秋色コンサートⅡ」

��������	
��
���　①多目的ホールＡ②同Ｂ③
301（302）室④展示場　������
������午前９時30分～①②芦
屋市茶華道展　������午前９
時～ ①第37回アシヤフォトクラブ写
真展②芦屋カメラクラブ写真展　
�������午前９時～①デジタル
フェア②デジカメ作品展③第７回
芦屋川カレッジ学友会美術展　��
������午前９時～③森茂子絵画
グループ作品展
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���　グループ・団体等の日ごろ
の成果を発表する場を提供し、市民
の手による芦屋の文化および文化活
動の高揚を図る　���　平成21年
10月17日～11月23日のルナ・ホール
空き日を、文化活動の成果発表の場
として提供し、本番会場使用料を市
が負担する、市民ステージ事業への
参加団体を募集　���　市民が主
体となっている団体　�����　
申請書に必要事項を記入し、11月10
日（月）までに市民センターへ
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最
近
、「
消
費
未
納
料
金
」、「
民
事
訴
訟
裁
判
の
訴
状
」
な
ど
と
書
か
れ
た
架
空
請

求
は
が
き
が
、
年
齢
層
に
関
係
な
く
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

は
が
き
の
内
容
は
、
受
け
取
っ
た
人
を
不
安
に
さ
せ
、
文
書
の
最
後
に
は
少
し
脅

し
言
葉
を
書
き
、
支
払
う
必
要
の
な
い
お
金
で
も
、
振
り
込
ん
で
解
決
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。
う
か
つ
に
も
差
出
人
に
連
絡
を
す
れ
ば
、
個
人
情

報
を
聞
き
出
さ
れ
、
不
当
な
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

は
が
き
を
受
け
取
っ
た
ら
、

一
切
差
出
人
に
は
連
絡
を

せ
ず
に
、
放
っ
て
お
く
こ
と

で
す
。
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●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所（�31-2121）

へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。
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　第３期分譲分で応募のなかった宅地について、次の
とおり、先着順で申し込みを受け付けています。

■����　①11月15日（土）・16日（日）
　　　　　　②11月22日（土）・23日（日）・24日（月）
　　　　　　③上記以外の平日
　　　　　　＊①②③いずれも、午前10時～午後５時
■����　①②現地仮設販売事務所
　　　　　　③「芦屋高浜松韻の街」友の会事務局
■����
　①土地譲渡契約締結後、３カ月以内に市指定の共同
　　事業者と建物建築請負契約を締結すること。
　②譲渡契約締結後、１年以内に自己の専用住宅を建
　　設し、入居すること。
■��������
　①土地譲渡契約締結までに、契約保
　　証金（譲渡代金の10％）を支払う。
　②土地譲渡契約締結後、３カ月以内
　　に譲渡代金の残額（90％）を支払う。
　　※３カ月以内に建築工事に着手する
　　　場合は、着工までに残額を支払う。
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内
閣
府
で
は「
平
成
二
十
年
度
社
会
参

加
活
動
事
例
紹
介
事
業
」と
し
て
、エ
イ
ジ

レ
ス
ラ
イ
フ（
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら

の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
る
）を
実
践
し
て
い

る
高
齢
者
、地
域
で
社
会
参
加
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
芦
屋
囲
碁
愛
好
会
が
選
ば
れ
、

十
月
六
日
に
、
市
長
か
ら
彰
状
と
記
念
の

盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

※
芦
屋
囲
碁
愛
好
会
は
、
昭
和
六
十
年
に
、

　

六
十
歳
以
上
の
囲
碁
愛
好
者
十
八
人
で

　

結
成
さ
れ
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大

　

震
災
の
混
乱
か
ら
立
ち
直
っ
た
会
員
同

　

士
が
声
を
掛
け
合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
、

　

現
在
で
は
百
五
十
人
以
上
の
会
員
で
構

　

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
年
は
と
っ
て
も
老
い
と
る
な
。
石
と

　

仲
良
く
一
石
・
一
日
を
楽
し
も
う
」
を

　

モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
日
会
員
が
福
祉
会
館

　

に
集
ま
り
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�

��

�������	
���
�
�������	
��

�������	
��
�������

　11月12日から25日までは、「女性に対する暴力をな
くす運動」期間です。この運動は、男性への暴力を否
定するのではなく、より社会的に弱い立場に置かれて
いる「女性」への暴力をなくそうという取り組みです。
�������	
��
　暴力は、相手を支配しようとして、社会的に力（立
場）の強い者から弱い者へとふるわれるので、ＤＶや
セクシュアル・ハラスメントは「男性」から「女性」へ、
虐待は「大人」から「子ども」へと起こりやすいのです。
�������	
��
��
　家庭や職場・地域など身近なところで、傷ついてい
る人はいないでしょうか？　暴力に傷つく人がいる
一方で暴力を生み出しているのも、私たちの社会です。
　市では、「女性に対する暴力
をなくす運動」の一環として、
街頭啓発を行います。
　奮ってご参加ください。
���　11月17日（月）午後２時～
���　ＪＲ芦屋駅周辺

�������	�＜要予約＞　
���　11月１（土）、７日・14日・21日・28日（金）/いずれ
も午後１時～４時　���　夫婦・家族関係、心の悩
みなどに、専門の相談員が相談に応じます。
��������	
����＜要予約＞
���　11月５日・19日（水）/いずれも午後１時～４時
���　夫や親しい関係にある男性からの暴力（Ｄ
Ｖ）について、専門の相談員が相談に応じます。

���　11月１日～27日（平日・第１土曜日）午前９時
～午後５時15分　���　ウィザスあしや
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���　11月６日～30日（最終日午後３時まで）　��
�　書家であり墨彩画家である安川眞慈が生み出す
「書」と「画」の調和で、力強くまたユーモラスな作品を
展示　����　300円

�������	��������	
��
�
���　11月15日・12月６日・13日・１月10日・17日（土）午
前10時～正午　���　福田一義氏の指導で、有田焼きの
大皿に伝統的な絵付け　���　先着10人　����　
10,000円（材料費別）　������　上記へ

�������	
���������	
���
���　11月13日（木）午後１時30分～３時　���　朗
読グループＲＳＴ（松島和子氏・岩佐光世氏）の朗読による
第19回「若菜」その１　���　先着30人　����　
1,000円（入館料・ドリンク代含む）　������　上記へ
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���　11月２日～16日（休館日を除く）　���　期間
中、市民サービスとして入館無料。西宮市・芦屋市の酒蔵や
芸術文化施設をネットワークする「もだんるーぷバス」が、
11月24日までの日曜・祝日運行。ご乗車には「もだんるーぷ
バス１日乗車券」が必要となります。11月２日・３日・９日・
16日は、「もだんループバス」をぜひご利用ください。

�������	
��
��

�������	
���
�������

　市内で実施される緑化や植樹などの事業（生垣緑化
や壁面・駐車場・屋上などの緑化）に、必要な費用の
２分の１（限度額20万円）を助成します。
�����　公園緑地課にある所定の申込用紙に必要
　　　　　　事項を記入し、11月28日（金）までに上記へ。
�����　審査の上、助成金交付を決定。交付対象
　　　　　　額が予算額を超える場合は抽選します。
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���　11月29日（土）①午前９時～②午前10時～③午前
11時～（各40分程度）　�����　山手幹線芦屋川横断
工区現場　���　各30人　���　運動靴・長袖・長ズ
ボンを着用　�����　往復はがきに、住所・氏名・連
絡先・希望時間を記入し、11月12日（水）＜必着＞で、西宮
土木事務所道路整備第１課（�0798-39-6134/〒662-0854
西宮市櫨塚町2-28）へ送付。※応募多数の場合は抽選。

���　11月22日（土）午後１時30分
～３時　���　市民センター音楽
室　���　フォルタレサ・インカ
ス　���　コンドルは飛んでいく
／花祭り／コーヒールンバほか　�
���　500円　�����　往復
はがきに、住所・氏名・電話番号・
参加人数を記入し、11月10日（月）ま
でに下記へ
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　松谷武判氏の作品世界を映像化した短篇映画が、
ドイツのワールドメディアフェスティバルで金賞
と特別賞を受賞しました。それを記念し、映画上
映と座談会を開催します。
���　11月16日（日）午後２時～３時30分　���
講義室　����　松谷武判氏・奥村恵美子氏（監
督）・加藤瑞穂（本館学芸員）　���　先着50人（当
日30分前に整理券配布）　����　要観覧券
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���　11月15日（土）午後２時～２時30分　���
講義室　����　要観覧券


